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ご
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大
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施
設
で
も
、
ご
利
用
者
様
の
健
康
と
安
全
を
第
一
に
、
精
一 

杯
感
染
症
対
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
い
ま
し
ば
ら
く
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

委員会活動始動！ 
前回は、新たに立ち上がった『中庭環境改善委員会』を紹介さ

せていただきましたが…今回は… 

◆事故防止委員会◆ 

4 月１４日今年度 1 回目の事故防止委員会が開催されました。

今年度の重点課題は、“事故の未然防止” 事故発生のメカニズム

と気づきから、事故の芽に着目し「ここを見落としたら、取り返しのつ

かない事故に発展してしまうかも！」気づける職員の育成と情報共

有のため、気づきシート（ひやりハット報告）の工夫に取り組んでいか

れたら…。 

そのために、気づきの情報共有・周知が気軽にでき、なおかつデ

ーターとしても活用できることをポイントに、その取り組みが業務時

間を圧迫させてしまうことがないように。事故が発生した場合のカン

ファレンスや介護状態を含めた膨大な業務負担に陥らないために

も、未然に防げた件数で取組を評価していこうという意見にまとまり

ました。 

4 月の施設内研修では事故防止がテーマであり、新型コロナウイ

ルス感染拡大防止の観点より、資料を使った周知に変更となりまし

た。いかに資料で感じてもらいたいことを伝えるか、前年度の発生

状況を分析し、どの時間帯に、どういった事象の事故が多く発生し

ているのか、事故へ発展してしまった要因はなんだったのか？そこ

から見えてくるリスクが伴うポイントや状況に職員が陥らないための

回避意識。資料だけで伝えることは難しいことでしたが、3 密対策の

折の会議もふくめ、やる気みなぎる委員の取り組みに今後も注目で

す。 
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たくさんのイチゴ 

いただきました 
 

お電話いただいた夢ファームあらかわの三

田様、新型コロナウイルスで大変な時期に、

赤々と実ったイチゴは、ご利用者のみな様にと

って、心温まるいただき物となりました。施設の

みんなで美味しくいただきました。ありがとうござ

いました。 

  

 

６月行事予定 

４日～７日 菖蒲湯（ＧＨ） 

５日 笹団子作り（ＧＨ） 

11日～17日 飲み物・お菓子週間（デイ） 

17日 総合防災訓練 

19日 地域医療医研修 深津先生新発田 

病院 

嘱託医の先生 

火曜日 遠山医院 遠山先生 

木曜日 荒川中央クリニック佐藤先生 

月 1回 黒川病院 馬場先生 

月 1回 加藤歯科医院 加藤先生 

 

年 2 回実施の第 1 回総合防災訓練は、新型

コロナウイルス感染拡大防止のあおりを受け、

３密を避けた計画に変更となりました。近年増

えつつある災害に備えた訓練と、非常食体験

を企画しています。 


